
　平成29年度保護者会会長を昨年に引き続き拝
命いたしました山口県の佐藤でございます。保護者
として最後の4年目を引き続き大学並びに保護者会
の為に微力を尽くしたいと存じます。さて、本年度は大学の新学部の創設や学
長、副学長、事務局長の交代など、新しい体制で新年度をスタートいたしました。
　特に大学の首脳陣や各学部長に全て「女性」の方がご就任されました。これは
まさしく女子大学である本学にとっては素晴らしい快挙であろうと考えます。男女
共同参画など時代は男女の性差を無くす傾向になっておりますが、私は女子大と
しての本学にとっては千載一遇のチャンスだと思っております。いずれも優秀な
方々であられますので、是非今後のご活躍に大いに期待申し上げたいと存じま
す。我々保護者会といたしましても、今まで以上に大学側にご協力申し上げる所
存でございます。「徳と知」の教育理念は昨今の殺伐とした世相の中にあっては
必ずや学生達にとってはかけがえのない財産になろうかと存じます。学生には、学
園生活を通じて是非女性らしい細やかな気配りの出来る女性になって欲しいもの
だと思っております。
　さて保護者会といたしましては、従来にもまして大学や同窓会の皆様との連携
を深め、学生の為に何が一番最適なのかを考えながら諸事業を実行して参りま
す。保護者の皆様あっての保護者会ですので、是非ご忌憚のないご意見、ご提案
を賜れば幸いでございます。
　さて過日、新学長様、同窓会の会長様と懇談いたした際に、建学の精神を思い
出して今後の運営に取り組んでいきたいと仰られておりました。原点に還ると言う
事は現在の本学の置かれている状況を把握されての上のご発言であろうと思わ
れます。
　５０数年前に数名のシスター達が、本学を異国の、しかも京都の地に設立され
たご苦労は察するに余りあるものがあったと思われます。また、その熱意に賛同
し本学の門を叩かれた諸先輩のパイオニア精神にも感嘆せざるを得ません。
　是非、今一度我々保護者会も学校と手を携えて前に進もうではありませんか！
　この一年、皆様のご協力にご期待申し上げております。宜しくご指導ご鞭撻を
お願い申し上げます。

京都ノートルダム女子大学保護者会
会　長　　佐藤　英仁

　本年6月11日の保護者会総会に、初めて参
加させていただき、御父母の皆様の本学に寄
せられる熱意の大きさに、改めて身の引き締ま
る思いを致しました。その日は、丁度、新学部開
設記念講演会として、昭和女子大学総長の坂東眞理子先生をお迎えしてお
り、保護者会総会と、同時進行となる部分が多かったため、初めのご挨拶だ
けで失礼し、申し訳ない思いでございました。
　私は、学生の皆さんと良く交わる時を持ちたいと考え、英語総合Iという
授業を担当いたしております。朝九時からのクラスであるにもかかわらず、活
発に参加し、熱心に議論をしている様子を大変頼もしく思い、私自身大いに
元気を頂いております。新学部に入学した学生のクラスで、彼女らの中には、
一回生であるにも関わらず、オープンキャンパスで来場者を案内する役目を
買って出る者もおります。
　お嬢様方の優れた成長の場とすべく教職員一丸となって努めております
が、どうぞ今後ともよろしくお支え下さいますよう御願い申し上げます。　　
　　　　　　　　　　　　　　　

京都ノートルダム女子大学
学　長　　眞田　雅子
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本学のキャリアアドバイザーと
4年次生によるディスカッションを
中心に行います。
お嬢様もご一緒に参加できます。

お茶菓子をご用意しています。

お気軽にお立ち寄りください。

就 職 講 演 会 は

交 流 コ ー ナ ー
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【第Ⅰ部　総会】
審議の結果、すべての議事について承認されたことをご報告いたします。

【第Ⅱ部　講演会】
「女性の教育とキャリア」　坂東眞理子氏　(昭和女子大学　理事長・総長) 
同日、本学で開催された「現代人間学部開設記念講演会」へご案内しました。
ベストセラー「女性の品格」の著者である坂東先生の講演後、本学卒業生との意
見交換会が行われ「卒業生が地に足をつけてご活躍されているお話を聞かせて
いただけたことが良かった」との保護者さまからの感想も寄せられました。

　　　　　　　　　　　　　　　
【第Ⅲ部　個別相談会】
各学部・学科別に分かれて教員による修学相談と職員による生活相談・就職相
談を行いました。

　保護者の皆さまと大学との交流の場として、またお嬢様方が学生生活を送るう
えでの心配事や、成績、進路などについてのご相談をお伺いできる機会として、毎
年保護者会が主催している行事です。今年は本学・京都会場のみでの開催につ
き、できれば日々お嬢様方が過ごされている京都のキャンパスに来ていただいて、
大学のことや、他の保護者様のことを知っていただきたいとの思いで、後期が始ま
る前の祝日に設定させていただき
ました。
　当日会場では、お嬢様と一緒に
参加していただける就職講演会の
ほか、保護者の方同士が交流でき
るような、自由に休憩していただけ
るオープンスペースを設ける等、例
年とは少し趣向を変えて企画いた
しました。ぜひたくさんの皆様の
お越しをお待ちいたしております。

＊同封の「参加申込票」はがきにてお申し込みください。

平成29 年度　地区教育懇談会開催のお知らせ

　6月1１日(日)本学にて保護者会総会を開催いたしました。
遠方よりお越しいただいた方 を々始め、ご来校いただきました保護者の皆様のご
協力のおかげをもちまして盛会に終わりました事、あらためて心より御礼申し上
げます。

地区教育懇談会とは・・

京都ノートルダム女子大学　　　

13：０0　ユージニア館3階にて開会

開催日

会　場

平成29年９月23日(土・祝)

● 就職講演会

● 個別相談会

　 (修学/成績・生活・就職)

昨年の様子

(詳細は同封の別紙ご案内をご覧ください)

保護者会総会報告平成29年度
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　昭和40年3月、第1回卒業式が執り行われました。その時から毎年、途切れ
ることなく保護者会から卒業生に記念品をご恵贈いただいています。
　第1回卒業生には、帯留にも転用できるブローチをお贈りいただきました。
当時の後援会（現保護者会）理事会議事録には、「何か記念品を贈ることで本
会との関係を意義あらしめたい」との記録が残っています。その後、第2回卒
業生からはブローチ兼ペンダントとなり、第6回卒業生から現在のリングと
なっています。
　このリングは、純銀製で、中央に学章の一部に使われているJesusとMaria
の頭文字が金で入っており、その反対側にイニシャルが、また、内側に「KYOTO NOTREDAME UNVERSITY 卒業年」が
刻印されています。リングの外側には、月桂樹と棕櫚を模した文様を職人さんが一つひとつ手掘りで刻んでくださって
います。
　第6回から今年卒業した第53回期生まで、1万人を超える卒業生がこのリングとともに巣立っていきました。時代の移
りゆく中で変わらず保護者会からご恵贈いただいていることを感謝いたしますと共に、卒業生にとって本学での日々を
思い出すひとつになればと願っています。

　保護者会では今年もND祭において恒例のバザーを開催
します。　保護者の方々と教職員からご寄贈いただいた品
物を販売し、収益金は保護者会学生支援事業「100円朝食」
の今年度の補助金として活用させていただきます。
　ND祭当日は保護者の皆さまもご参加いただき、大学や学
生との交流をはかり、会員同士の親睦を深めていただく機
会にしていただきたいと考えております。バザー会場では
保護者会の役員等が販売しておりますので、是非お立ち寄
りいただき同じ学校に娘を通わせている親同士、お気軽に
お声を掛けていただけましたら嬉しく存じます。皆さまと共
に楽しいひと時を過ごしたいと思っております。会場にて多
くの皆様のご参加をお待ちしております。

　バザー用品の仕分け、値付け作業等のお手伝い
ができる、という方は是非ご都合の良い日にち、時
間帯で自由にご参加下さい。たくさんの品物が集ま
りますので役員だけでは手が足りません。短時間
でも大歓迎です。ワイワイ喋りながら楽しく作業し
ますので、井戸端会議を覗くつもりでお気軽に来
て下さい。学年を越えた交流もできますよ！お申込
みはメールまたはお電話でお願いいたします。
　事務局より詳細をお知らせいたします。
　(別紙ご案内参照)
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平成29年度

平成２９年１０月２９日（日）　
１０時３０分～１５時００分
マリア館　ガイスラーホール

日 時

会 場

開催日

会　場

入場料

皆さまからのご厚意だけが頼りですので、
何卒ご協力をよろしくお願いいたします。

ご寄贈品をいただきました皆さま
誠にありがとうございます

バザー準備のお手伝いをしていただける
保護者ボランティアさんを 募集します！

①10月13日(金)　13:00～17:00　　　
寄贈品の値付けと仕分け作業
②10月27日(金)　10:30～15:00　　 　
寄贈品の値付けと仕分け作業・会場設営等
③10月29日(日)　９:30～15:30　　　
当日会場にて準備・販売・片付け

学生行事　　　　　　
新入生対象学生行事
ND祭補助
クラブ定期活動補助
クリスマスイルミネーション補助

学生支援助成　　　
就職ガイドブック(３年生) 
ユーザーズガイド
日経BP検索サービス
学研災保険(通学特約)
学生相談室案内はがき(全学生保護者)
保護者会特別援助奨学金(規定対象者)
100円朝食運営補助

　今回で5回目を迎えるノートルダムチャリティー
コンサートは、アーティストとしてご活躍されてい
る卒業生の方々とともに開催されます。
　大学保護者会としても後援しており、収益金は日
本国内の被災地復興支援・ＮＤ修道女会のネパール
での教育活動支援のため寄付させていただきます。
　カトリックの根源にある「奉仕の精神」の教えに基
づいたこのコンサートにぜひお越しいただきまし
て、美しい音楽とともにすべての人々の幸せを想う
時間をご一緒できれば幸いです。
　チケットのお申込み等、詳しくはお問い合わせく
ださい。

学校法人ノートルダム女学院法人本部事務局　　
075-723-1072
(Mail)  notre-houjin@notredame.ac.jp　
(Facebook)  http://www.facebook.com/nd.family.concert/

日 程

☎ ０７５－７０６－３７０７  
総務課　保護者会事務局 (担当・辻)　

連絡先

hogoshakai@notredame.ac.jpE-MAIL

 (＊終了時間は作業に応じて早く終わる場合があります)

今
年
も
や
り
ま
す
！

・日用品・雑貨、食料品、手作り品などを販売
・大学オリジナル焼き菓子の特別販売
・100円均一コーナーなどなど

バザー用品のご寄贈はまだまだ受付中です！
(１０月１３日まで)

　保護者会では学生が充実した大
学生活を過ごせるように様々な支援
を行っています。
　今年度の支援予定の詳細はHPを
ご覧ください。

新品・未使用品であれば1点からでも大歓迎です。

ご寄贈方法は別紙ご案内をご覧ください。誠に恐縮
ですが送料はご負担下さいますようお願いします。

★

★

N D 祭 バ ザ ー
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施設助成　　　　　　
学内屋外施設整備、維持費(庭園花壇等)
テニスコート･グランド･体育館維持費

設備助成　　　　　
図書館学生用書籍
図書館ブックトラック新規購入
AEDパッド更新、維持費(守衛室･保健室)
学生用メールBOX用透明板設置費

課外教育助成　　
各クラブ・同好会活動補助

卒業記念品　　　
卒業記念リング
修了記念品(CROSSボールペン)

1

2

3

4
クリスマス
イルミネーション

就職ガイド
ブック

保護者会による支援事業計画
ノートルダム第5回

チャリティー
コンサート

のお誘い

平成29年度

平成2９年９月10日 (日)

京都コンサートホール 大ホール
13:30開場　14:00開演

一般　¥1,500　

学生　¥500

伝統の卒業リング（学生課）
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